
■概 要 
  社会インフラ（国道、河川など）の管理にあたり、自然災害の被害を最小限にし、備えるために  
 は、災害発生のメカニズムを正しく理解しておくことが大切です。 
  今回、職員の地震防災の知識向上のため、静岡地方気象台より講師をお招きし、静岡県の特性を 
 踏まえながら、南海トラフ巨大地震のメカニズムや東海地震関連情報などの講義を頂きました。 
 
■講 師：静岡地方気象台 鈴木東海地震防災官  
 
■参加者：５０名（県内３事務所（静岡国道、静岡河川、静岡営繕）の職員の他、静岡県及び静岡市 
     の職員も参加しました。）                                               

自然災害に備え、気象講演会を開催しました！ 

開催内容：「南海トラフ巨大地震のメカニズムと東海地震関連情報について」 
日  時：  平成28年10月27日（木）、10：00～11:30 

気象講演会の様子 

【講師】静岡地方気象台 鈴木東海地震防災官 
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